
 

 

平成25年10月10日 

 

「栃木県観光市場に関する調査2013」について 
 

                                                                    

足利銀行（頭取 藤澤 智）のシンクタンクである「あしぎん総合研究所」（社長 伊沢 正

吉）は、「栃木県観光市場に関する調査 2013」を実施しましたので、その結果を別紙のとお

り発表いたします。なお、調査のポイントは下記のとおりです。 

 
 

記 

 

調査のポイント 

 

１. 栃木県観光の経済的インパクトの算出フロー 

（１）栃木県観光の経済的インパクト、すなわち観光消費額及び経済波及効果を算出

するにあたっては、当社が独自に実施したインターネットによるWEBアンケート

調査と各種統計資料をベースに、一人あたりの観光消費額及び観光客数を推計し

ました。 

 

⇒栃木県観光消費額は5,157億円 

⇒GDP比は6.8％と、全国5年間の平均値（4.9％）を上回っている 

 

 

 

 

 

（２）観光消費額を栃木県産業連関表（2005年）に投入し、経済波及効果の分析を行

いました。 

  

⇒経済波及効果は6,325億円 

⇒栃木県名目GDP（2012年度 当社算出）の4.2％に相当 

 

２. インターネットによるWEBアンケート調査 

栃木県観光のメインターゲットである首都圏居住者（栃木県外居住者）と栃木県

内の居住者を対象にWEBアンケート調査を実施しました（県外、県内合計2,500サ

ンプル） 

県外居住者と県内居住者の異なる行動や意識から、震災以降の観光客の動向やニ

ーズを探るとともに、今後の県内観光の方向性を分析いたしました。 

以上       

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社 あしぎん総合研究所 産業調査部 長島、今井、企画部 相楽 ℡028-647-5311

① 一人あたりの観光

消費額の導出 

③ 観光消費額（総額） ② 観光客の推計 
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～観光消費額による経済波及効果～ 

～県外・県内居住者の観光動向と課題～ 
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掲載情報（またはレポート内容）につきましては、当社は正確な情報、内容を提供できるよう 
細心の注意を払っておりますが、正確性もしくは完全性を一切保証するものではありません。 
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 栃木県の観光市場については、2010年10月公表の「栃木県観光市場に関する調査」において県内観光の現状と課題を
浮き彫りにしたが、その経済的なインパクトについては言及できなかった。 
 
 本調査では、当社が独自に実施したWEBアンケート調査を基に、観光消費額、経済波及効果等を算出し、県内の観光産
業が地域経済に与える影響を測定するとともに、震災以降の観光客のニーズを把握し、さらなる観光産業の活性化に寄与
する。 
  

 調査の目的 

 WEBアンケート調査概要 

調査手法 

実施時期 

サンプル条件 

 インタ－ネットによるWEBアンケート調査 

 2013年8月上旬 

 1都6県居住者（※）・予備調査を実施し、2,000サンプ
ルを抽出 
 

  ・回答構成  
    2年以内の栃木県内観光経験者 
      1,800人（90.0％） 
    2年以内の栃木県内観光未経験者 
       200人（10.0％） 
 ・性別構成 
    ・男性 1,236人（61.8％） 
    ・女性  746人（38.2％） 
 ・年齢層 
    ・20代（279サンプル）・30代（374サンプル） 
    ・40代（351サンプル）・50代（346サンプル）     
    ・60、70代（650サンプル） 

 

   栃木県観光のメインターゲットである首都圏居住者及び県内居住者に分けてインターネットによるWEBアンケート調査を
実施。 
 栃木県居住者と県外居住者の異なる観点から、「一人あたりの観光消費額」を明確にした上で、合わせて観光客のニー
ズ、今後の方向性を調査する。 

 栃木県内居住者 ・予備調査を実施し、500サン
プルを抽出 

 
 ・回答構成  
   1年以内の栃木県内観光経験者 
     300人（60.0％） 
   1年以内の栃木県内観光未経験者 
     200人（40.0％） 
 ・性別構成 
    ・男性 311人（62.2％） 
    ・女性 189人（37.8％） 
 ・年齢層 
   ・20代（73サンプル） ・30代（98サンプル） 
   ・40代（89サンプル） ・50代（99サンプル） 
   ・60、7代（141サンプル） 

※1都6県居住者 
茨城県、群馬県、埼玉県、千葉県、 
東京都、神奈川県、静岡県 
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１．県内観光の経済的インパクト          3～10 

 

２．ＷＥＢアンケート調査からみる県内観光の特徴 11～24 

 

３．課題の整理                 25～29 
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一人あたりの観光消費額、観光客数の推計       

【栃木県の観光消費額算出のフロー】 

① 一人あたりの観光消費額の導出 ③ 観光消費額（総額） 

 県外居住者 

   ・宿泊客    29,622円 

   ・日帰り客   10,597円   

 県内居住者 

   ・宿泊客    22,551円 

   ・日帰り客    7,796円 

WEBアンケート調査により一人 

あたりの観光消費額を導出 

 

県
外
宿
泊
客 

 「2012年栃木県観光客入込客数・宿泊者数推定調査結果」（栃木県）をベースに、「2012年観光入込客統計」 

（観光庁）により、県外・県内居住者の宿泊比率・日帰り比率を算出して、観光客（実数）を推計 

 宿泊客・・・・7,600千人 

   ・県外 6,080千人（うち、外国人118千人）             

   ・県内 1,520千人   

 日帰り客・・・・31,616千人（回） 

  ・県外 19,601千人（うち、外国人112千人（回） 

  ・県内 12,015千人（回）  

 

県
外
日
帰
り
客 

②観光客の推計（県外・県内宿泊客）、(県外・県内日帰り客) ①一人あたりの観光消費額 

② 観光客の推計 

日帰り客（県外・県内）

0
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100,000
千人

2011年 2012年

74,301千人
82,343千人

・実数化
・県外、県内の区分け

栃木県の観光宿泊者数の推移

0
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Q.最も最近、栃木県へ観光目的で宿泊（日帰り）旅行した際での費用は、１人あたりどのくらいの金額ですか。 

観光客一人あたり消費額 ＜詳細内訳＞ 

【宿泊客】 

【日帰り客】 

県内　宿泊客の消費単価

11,275

3,467 2,959 2,2642,586

22,551

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

合計 宿泊費 飲食費用入場料・拝顔料など 交通費 みやげ代

円

ｎ=102県外　宿泊客の消費単価

15,139

5,392

29,622

2,7022,9943,395

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

合計 宿泊費 飲食費用 みやげ代 交通費 入場料・拝顔料など

円

ｎ=893

県外　日帰り客の消費単価

10,597

3,240 2,669

2,435 2,253

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

合計 飲食費用 みやげ代 交通費 入場料・拝顔料など

円

ｎ=1,168
県内　日帰り客の消費単価

1,3801,9291,9662,521

7,796

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

合計 飲食費用 交通費 入場料・拝顔料など みやげ代

円

ｎ=289
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 一人あたり観光消費額 宿泊＞日帰り 県外＞県内 

 栃木県内の観光消費額は「5,157億円」       

   観光消費額  5,157億円 

出所）栃木県「2012年観光客入込数・宿泊者数推定調査結果」、観光庁 
「2012年共通基準による観光入込客統計」によりＡＲＩ推計 出所）一人あたり観光消費額はＡＲＩ実施のＷＥＢ調査による 

栃木県内の観光消費額       

22,551

29,622

10,597

7,796

0 10,000 20,000 30,000 40,000

県外宿泊

県内宿泊

県外日帰り

県内日帰り

（円）

 一人あたりの観光消費額 

2,077

937

343

1,801

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

県外宿泊

県内宿泊

県外日帰り

県内日帰り

（億円）

 栃木県の観光消費額 

12,015

19,601

1,520

6,080

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000

県内日帰り

県外日帰り

県内宿泊

県外宿泊

（千人）

 栃木県内観光客 
× ＝ 

注）四捨五入により観光消費の合計額は不一致 
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 県内の観光消費額は、ＧＤＰ比6.8％。全国平均（4.9％）を上回る。 
 仮に観光産業が存在すれば、大型小売店販売額、農業産出額の2倍の規模。 

栃木県内の観光消費額       

出所）観光庁「2011年旅行観光消費調査」より、2007～2011年の平均値。栃木県の観

光消費額及び2012年度の名目ＧＤＰはＡＲＩ推計。 

出所）総務省「2012年経済センサス活動調査（製造業に関する集計・従業者30人以上の事業所）」、農

林水産省「2011年生産農業所得統計」 、東日本建設業保証株式会社、経済産業省「2012年商業販

売統計」 

【ＧＤＰとの規模比較】 【産業等との規模比較】 

名目ＧＤＰに対する観光消費の規模

4.9

6.8

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

全国 栃木県

％

観光消費額の規模

輸送用機械
（製造品出荷額等）

栃木県一般会計当初
予算（2012年度）

大型小売店販売額
（2012年）

農業産出額　　（2011
年）

公共工事請負金額
（2012年度）

観光消費額

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 14,000 16,000

億円
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 観光消費額が生み出す経済波及効果は「6,325億円」 
    

 

 経済波及効果  6,325億円 
         （直接効果・1次効果・2次効果※） 

観光消費による経済波及効果       

 ＷＥＢアンケート調査による「一人あたりの観光消費額」、及び栃木県「2012年栃木県観光客入込客数・
宿泊者数推定調査結果」、観光庁「2012年観光入込客統計」等統計データにより栃木県の観光消費額
を推計し、さらに、「栃木県産業連関表（2005年34部門）」を活用して、観光消費額の経済波及効果を推
計する。 

 観光消費額  

        5,157億円 

消費品目を産業連関表34部門に振り分け（観光庁「2011年旅行観光消費動向調査」を配分に活用） 
購入者価格から生産者価格へマージン処理を実施 

 

 直接効果 

        4,261億円 

×自給率 

直接効果（生産波及効果）は、観

光消費額によって直接的に県内産

業にもたらされる生産誘発額をい

う。 

 1次効果 

        1,160億円 

1次効果（原材料波及効果）は、直

接効果で必要とされる財・サービ

スが生産されるときに必要となる

原材料等の購入によって県内産業

にもたらされる生産誘発額をいう。 

×投入係数表 

×自給率 

×逆行列係数 

 2次効果 

         904億円 
×平均消費性向 

×民間消費支出構成比 

×自給率 

×逆行列係数 

2次効果（家計迂回効果）は、直接

効果や１次波及効果によって生じ

た雇用者所得の増加が、消費に向

けられることによって県内産業に

もたらされる生産誘発額をいう。 

【経済波及効果算出のフロー】  

※産業連関表による分析は、自給率（原材料等の県産品の割合）や平均消費性向（雇用者所得が消費に
まわる割合）等によって、波及効果額等の分析結果が異なる場合があります。 
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 観光消費は、「対個人サービス（宿泊・飲食）」「運輸」等への影響大。 

 「商業」「農業」「飲食料品」料等、幅広い業種にも波及。 

 

幅広い業種へ波及       

【参考）公共事業（5,000億円規模）を想定した経済波及】 【観光消費の各産業部門への波及効果】 

公共事業の経済波及効果

0 100 200 300 400 500 600

農林水産業

鉱業

飲食料品

繊維製品

パルプ・紙・木製品

化学製品

石油・石炭製品

窯業・土石製品

鉄鋼

非鉄金属

金属製品

一般機械

電気機械

情報・通信機器

電子部品

輸送機械

精密機械

その他の製造工業製品

建設

電力・ガス・熱供給

水道・廃棄物処理

商業

金融・保険

不動産

運輸

情報通信

公務

教育・研究

医療・保健・社会保障・介護

その他の公共サービス

対事業所サービス

対個人サービス

事務用品

分類不明

億円

5,035億円 

観光消費の経済波及効果

0 100 200 300 400 500 600

農林水産業

鉱業

飲食料品

繊維製品

パルプ・紙・木製品

化学製品

石油・石炭製品

窯業・土石製品

鉄鋼

非鉄金属

金属製品

一般機械

電気機械

情報・通信機器

電子部品

輸送機械

精密機械

その他の製造工業製品

建設

電力・ガス・熱供給

水道・廃棄物処理

商業

金融・保険

不動産

運輸

情報通信

公務

教育・研究

医療・保健・社会保障・介護

その他の公共サービス

対事業所サービス

対個人サービス

事務用品

分類不明

億円

3,323億円 

761億円 

比
べ
て
み
る
と 
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 付加価値は2012年度名目ＧＤＰ の「4.2％」に相当。ほぼ、建設クラス 

 観光客の回復＝県内ＧＤＰの押し上げ。 

経済へのインパクト       

（※） 

※）2012年名目ＧＤＰはＡＲＩ算出 

出所）各産業構成比は栃木県「2010県民経済計算」による 

 宿泊客 760万人（2012年） 
    50万人増加 → 810万人（ほぼリーマン前） 
    100万人増加  →  860万人（04年 水準） 

【観光客回復シナリオによる経済波及効果】 

 810万人までに回復した場合の経済波及効果 
      ＋188億円  名目ＧＤＰ↑＋0.15％ 
 860万人までに回復した場合の経済波及効果 
      ＋377億円  名目ＧＤＰ↑＋0.30％ 

【観光消費による付加価値】 

（単位：億円）

直接効果 1次効果 2次効果 総合効果 効果倍率

a b c d=a+b+c d/a

　経済波及効果 4,261 1,160 904 6,325 1.48

　うち付加価値誘発額 2,107 593 525 3,225
名目GDP

4.2％

　うち雇用者所得誘発額 1,221 305 216 1,743

出所）栃木県「2012年観光客入込数・宿泊数推定調査結果」 

栃木県観光宿泊客の推移
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増加シナリオ

名目ＧＤＰの産業構成比との比較

小売

輸送用機械
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運輸

金融保険

農業

観光消費
（付加価値）
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１．県内観光の経済的インパクト          3～10 

 

２．ＷＥＢアンケート調査からみる県内観光の特徴 11～24 

 

３．課題の整理                 25～29 
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 宿泊観光した県外居住者でも、「日帰り」未経験者が35％存在。 
 県内居住者の6割は、地元宿泊していない。 

最近の観光動向  ～県外・県内居住者の栃木県観光経験者～ 

ｎ＝1,800

2回
14.3%

1回
39.1%

0回
36.1%

5回以上
4.4%4回

2.2%3回
3.9%

ｎ＝1,800

2回
14.1%

3回
6.4%

4回
2.3%

5回以上
9.4%

0回
35.1%

1回
32.7%

【県外宿泊】 【県外日帰り】 

Q.ここ2年以内に栃木県へは何度観光目的で旅行にいきましたか。宿泊旅行・日帰り各々についてお答えください。 

Q.ここ1年以内に居住地以外の栃木県内へは、何回遊びにいきましたか。宿泊旅行・日帰り各々についてお答えください。 

【県内宿泊】 【県内日帰り】 
ｎ＝300

2回
7.7%

3回
5.7%

4回
1.3%

5回以上
7.3%

0回
61.3%

1回
16.7%

ｎ＝300
1回

10.7%

0回
3.7%

5回以上
56.3%

4回
5.3%

3回
7.0%

2回
17.0%
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旅行の同伴者 

 宿泊、日帰り旅行ともに「家族」「配偶者」「友人」が多い。 

Q.最も最近、栃木県へ観光目的で旅行した際、主に誰と一緒に行きましたか。 

【県外宿泊】 

ｎ＝1,150

恋人と
7.0%

家族（親子）と
31.4%

その他
1.1%

団体旅行（職場・
学校・町内会等）

4.6%

一人で
5.9%

配偶者と
30.2%

友人と
19.8%

【県外日帰り】 

ｎ＝1,168

友人と
20.4%

配偶者と
29.2%

一人で
15.5%

団体旅行（職場・
学校・町内会等）

2.4%

その他
0.3%

家族（親子）と
26.1%

恋人と
6.2%

ｎ＝116

友人と
19.0%

配偶者と
31.0%

一人で
2.6%団体旅行（職場・

学校・町内会等）
3.4%

その他
0.9%

家族（親子）と
37.9%

恋人と
5.2%

【県内宿泊】 

ｎ＝289

友人と
14.2%

配偶者と
35.3%

一人で
9.0%

団体旅行（職場・
学校・町内会等）

0.3%

家族（親子）と
36.0% 恋人と

5.2%

【県内日帰り】 

Q.最も最近、居住地以外の栃木県へ観光目的で旅行した際、主に誰と一緒に行きましたか。 
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移動手段 

 県外居住者は、「マイカー」多いものの、「電車」「貸切バス」も目立つ。 

 県内居住者は、ほぼ「マイカー」。 

【県外宿泊】 

【県内宿泊】 

Q 最近、観光目的で旅行した際、主にどのような交通機関を利用して移動しましたか。 

【県外日帰り】 

【県内日帰り】 

ｎ＝1,150

電車（私鉄）
12.5%

路線バス
0.6%

貸切バス
7.0%

自転車
0.8%

その他
1.0%

バイク
0.5%

レンタカー
4.3%

電車（JR）
12.3%

自家用車
61.0%

ｎ＝116

電車（私鉄）
0.9%

路線バス
0.9%

貸切バス
2.6%

自転車
2.6%

その他
0.9%

バイク
0.9%

レンタカー
0.9%

電車（JR）
6.9%

自家用車
83.6%

ｎ＝1,168

電車（私鉄）
5.8%

自家用車
65.2%

電車（JR）
13.3%

レンタカー
1.9%

バイク
1.5%

その他
0.5%

自転車
1.4%

貸切バス
9.7%

路線バス
0.8%

ｎ＝289

自家用車
90.7%

電車（JR）
3.8%

レンタカー
0.3%

バイク
0.3%

自転車
2.1%

貸切バス
0.3%

路線バス
0.7%

電車（私鉄）
1.7%
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宿泊数と宿泊先 

 県外・県内居住者ともに宿泊旅行は8割が「一泊」。 

 ただし、連泊も県外で2割程度、県内で1割程度確認できる。 

【県外宿泊】 

【県内宿泊】 

ｎ＝1,150
3泊
2.8%

2泊
18.9%

4泊以上
0.7%

1泊
77.7%

ｎ＝116

1泊
87.9%

4泊以上
0.9%

2泊
11.2%

Q.最も最近、観光目的で旅行した際の宿泊数は何泊ですか。 

ｎ＝1,150

貸別荘
1.4%

ホテル
54.7%

友人・知人宅
3.4%

会社の保養所など
2.6%

自家用車・キャンピ
ングカー・キャンプな

ど
1.7%

民宿
1.4%

ペンション
5.3%

旅館
27.4%

【県外宿泊】 

ｎ＝116

旅館
22.2%

ペンション
5.1%

民宿
1.7%

自家用車・キャンピ
ングカー・キャンプな

ど
1.7%

会社の保養所など
2.6%

友人・知人宅
3.4%

ホテル
60.7%

貸別荘
1.7%

Q.最も最近、観光目的で旅行した際の宿泊先はどのような施設、形態ですか。 

【県内宿泊】 
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他県との連携 

 県外居住者は一泊して、栃木県内のみを巡るパターンが8割。 
 福島県・群馬県に立ち寄るケースあり。 

◆Q 最も最近、栃木県へ観光目的で旅行した際、栃木県外にも行きましたか。行った場合、それはどこですか。（通過のみは除く） 

【県外宿泊客】 

栃木県以外に立ち寄った県（宿泊客）

80.4

7.0

2.9

6.0

1.4

1.8

0.9

0.8

1.4

1.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

栃木県以外は行っていない

福島県

茨城県

群馬県

新潟県

埼玉県

山形県

宮城県

東京都

その他

ｎ＝1,150

％

【県外日帰り客】 

栃木県以外に立ち寄った県（日帰り客）

76.2

4.5

7.1

9.8

1.0

5.9

0.9

1.0

2.6

0.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

栃木県以外は行っていない

福島県

茨城県

群馬県

新潟県

埼玉県

山形県

宮城県

東京都

その他

ｎ＝1,168

％
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宿泊者の情報収集チャネル 

 「知人・友人・家族から」のクチコミが大きな比重。 
 紙媒体よりもウェブサイトの利用が目立つ。SNSはまだまだか。 

【県外居住者】 【県内居住者】 

Q 栃木県へ観光旅行（宿泊）を決定するにあたって、どのような情報源を参考にしましたか。（複数回答） 

情報収集チャネル

15.5

6.9

11.2

17.2

7.8

30.2

12.9

0.0

0.9

2.6

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

知人・友人・家族から

テレビ・新聞などを見て

旅行代理店のカタログ・パンフレットを見て

旅行代理店ウェブサイトや予約サイトを見て

栃木県観光のウェブサイトを見て

観光協会等のパンフレット・チラシを見て

その他のウェブサイトを見て

旅行雑誌・ガイドブック（るるぶなど）を観て

東京スカイツリー内「とちまるショップ」の観
光ブースを見て

ソーシャルネットワーク（ブログ、ツイッター、
フェイスブック）から

その他

ｎ=116

％

全体

44.0

情報収集チャネル

34.1

9.9

12.1

13.5

19.6

9.1

28.3

18.5

0.3

0.6

4.3

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

知人・友人・家族から

テレビ・新聞などを見て

旅行代理店のカタログ・パンフレットを見て

旅行代理店ウェブサイトや予約サイトを見て

栃木県観光のウェブサイトを見て

観光協会等のパンフレット・チラシを見て

その他のウェブサイトを見て

旅行雑誌・ガイドブック（るるぶなど）を観て

東京スカイツリー内「とちまるショップ」の観
光ブースを見て

ソーシャルネットワーク（ブログ、ツイッター、
フェイスブック）から

その他

ｎ=1,150

％

全体
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満足度と再訪意識     ～県外居住者～ 

 栃木県観光の満足度 ⇒ 9割が満足していると回答。  
               
 9割以上が再訪意向あり。 
 Q.もう一度栃木県を訪問したいと思いますか。  Q .訪問先の満足度はいかがですか。 

栃木県への再訪問意向

是非訪問したい
47.8%どちらかと言えば

訪問したい
44.2%

どちらとも言えな
い

5.9%

訪問したくない
0.3%

どちらかと言えば
訪問したくない

1.8%

ｎ=1,800栃木県観光の満足度

ほぼ満足
62.4%

やや不満
4.0%

どちらとも言え
ない
5.0%

不満
0.9%

満足
27.7%
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栃木県の魅力  実際に楽しんだこと  →  再訪時に楽しみたいこと 

栃木県観光で楽しみたいこと

48.8

23.9

54.8

25.7

56.9

30.7

18.3

15.4

6.7

1.8

2.1

7.5

5.5

10.2

1.7

9.7

3.7

15.8

8.5

9.3

2.7

2.1

2.1

0.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

名所・旧跡観光

地域独自の食を求めて

自然景観を楽しむ

街歩き、街並みを楽しむ

温泉そのもの

宿泊での食事

道の駅

アウトレット・ショッピング

イベント・祭り

スポーツ観戦

自転車ツーリング・サイクリング

ゴルフ

ウォーキング・ランニング

山登り・ハイキング・トレッキング

農業体験・交流体験

フルーツ狩り

スキー

ドライブ

保養・療養

遊園地・レジャー・テーマパーク

キャンプ

ラフティング・キャニオニング

釣り

その他

ｎ＝1,800

％

栃木県観光で楽しんだこと

73.3

26.1

73.8

36.9

56.7

30.8

20.1

18.1

5.3

1.0

1.2

9.1

5.1

7.9

0.8

2.0

3.2

27.1

6.1

11.4

1.2

0.4

0.8

7.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

名所・旧跡観光

地域独自の食を求めて

自然景観を楽しむ

街歩き、街並みを楽しむ

温泉そのもの

宿泊での食事

道の駅

アウトレット・ショッピング

イベント・祭り

スポーツ観戦

自転車ツーリング・サイクリング

ゴルフ

ウォーキング・ランニング

山登り・ハイキング・トレッキング

農業体験・交流体験

フルーツ狩り

スキー

ドライブ

保養・療養

遊園地・レジャー・テーマパーク

キャンプ

ラフティング・キャニオニング

釣り

その他

ｎ=1,800

％

再

訪 

し

た

ら 

 

Ｑ 最も最近、栃木県へ観光目的で宿泊旅行し 

た際、訪問地では、何をされましたか。（複数回答） 

Ｑ 栃木県を訪問した際は、どのようなことを 

楽しみたいですか。（複数回答） 

 「名所・旧跡」「自然」「温泉」は、安定した人気。 
 今後の意向は、イベント・体験型観光にシフトする傾向がみられる。 

 ギャップの存在 

栃木県で楽しみたいこと　－　楽しんだこと

-24.6

-2.2

-19.0

-11.2

0.2

-1.8

-2.7

1.4

0.8

0.9

-1.6

0.4

2.3

7.7

0.6

-11.3

2.4

-2.1

1.5

1.7

1.3

-6.3

-0.2

0.8

-30.0 -25.0 -20.0 -15.0 -10.0 -5.0 0.0 5.0 10.0

名所・旧跡観光

地域独自の食を求めて

自然景観を楽しむ

街歩き、街並みを楽しむ

温泉そのもの

宿泊での食事

道の駅

アウトレット・ショッピング

イベント・祭り

スポーツ観戦

自転車ツーリング・サイクリング

ゴルフ

ウォーキング・ランニング

山登り・ハイキング・トレッキング

農業体験・交流体験

フルーツ狩り

スキー

ドライブ

保養・療養

遊園地・レジャー・テーマパーク

キャンプ

ラフティング・キャニオニング

釣り

その他

％
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再訪時に、栃木で楽しみたいこと ～年代別分析～ 

【全体】 【20代】 【30代】 

Q 栃木県を訪問した際は、どのようなことを楽しみたいですか。（複数回答） 

ｎ＝1,800

48.8

23.9

54.8

25.7

56.9

30.7

18.3

15.4

6.7

1.8

2.1

7.5

5.5

10.2

1.7

9.7

3.7

15.8

8.5

9.3

2.7

2.1

2.1

0.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

名所・旧跡観光

地域独自の食を求めて

自然景観を楽しむ

街歩き、街並みを楽しむ

温泉そのもの

宿泊での食事

道の駅

アウトレット・ショッピング

イベント・祭り

スポーツ観戦

自転車ツーリング・サイクリング

ゴルフ

ウォーキング・ランニング

山登り・ハイキング・トレッキング

農業体験・交流体験

フルーツ狩り

スキー

ドライブ

保養・療養

遊園地・レジャー・テーマパーク

キャンプ

ラフティング・キャニオニング

釣り

その他

％

全体

ｎ＝251

43.0

27.9

44.6

29.9

46.6

25.5

11.2

17.1

7.2

3.6

3.2

1.2

2.8

6.8

1.6

11.2

4.0

10.4

6.8

12.0

3.2

2.8

1.6

0.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

名所・旧跡観光

地域独自の食を求めて

自然景観を楽しむ

街歩き、街並みを楽しむ

温泉そのもの

宿泊での食事

道の駅

アウトレット・ショッピング

イベント・祭り

スポーツ観戦

自転車ツーリング・サイクリング

ゴルフ

ウォーキング・ランニング

山登り・ハイキング・トレッキング

農業体験・交流体験

フルーツ狩り

スキー

ドライブ

保養・療養

遊園地・レジャー・テーマパーク

キャンプ

ラフティング・キャニオニング

釣り

その他

％

全体

20代

ｎ＝337

48.1

27.6

46.6

29.1

50.4

28.2

17.2

20.2

10.7

2.1

2.4

3.6

4.5

9.2

3.0

12.8

5.3

13.6

7.1

12.8

5.6

4.7

2.4

0.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

名所・旧跡観光

地域独自の食を求めて

自然景観を楽しむ

街歩き、街並みを楽しむ

温泉そのもの

宿泊での食事

道の駅

アウトレット・ショッピング

イベント・祭り

スポーツ観戦

自転車ツーリング・サイクリング

ゴルフ

ウォーキング・ランニング

山登り・ハイキング・トレッキング

農業体験・交流体験

フルーツ狩り

スキー

ドライブ

保養・療養

遊園地・レジャー・テーマパーク

キャンプ

ラフティング・キャニオニング

釣り

その他

％

全体

30代

 全体では「温泉」「自然景観」「名所・旧跡観光」が圧倒的。 
 20、30代では「独自の食」「街歩き・街並み」「アウトレット」「フルーツ狩り」 
        「遊園地・テーマパーク」「キャンプ」「ラフティング」など幅広い。 
 20代では「スポーツ観戦」「自転車・ツーリング」も。 
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ＷＥＢアンケート調査からみる県内観光の特徴 

【40代】 【50代】 【60代以上】 

Q 栃木県を訪問した際は、どのようなことを楽しみたいですか。（複数回答） 

ｎ＝316

50.0

32.9

50.0

27.5

57.0

33.2

18.0

17.7

8.9

3.5

1.6

4.4

3.2

7.3

1.3

9.2

4.4

16.5

7.6

12.7

2.5

1.6

1.9

0.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

名所・旧跡観光

地域独自の食を求めて

自然景観を楽しむ

街歩き、街並みを楽しむ

温泉そのもの

宿泊での食事

道の駅

アウトレット・ショッピング

イベント・祭り

スポーツ観戦

自転車ツーリング・サイクリング

ゴルフ

ウォーキング・ランニング

山登り・ハイキング・トレッキング

農業体験・交流体験

フルーツ狩り

スキー

ドライブ

保養・療養

遊園地・レジャー・テーマパーク

キャンプ

ラフティング・キャニオニング

釣り

その他

％

全体

40代

ｎ＝311

49.5

20.6

61.1

27.3

60.1

36.0

19.9

19.9

5.5

1.0

2.9

7.7

5.1

11.9

2.3

10.9

4.2

16.1

9.0

9.3

2.6

1.9

2.6

0.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

名所・旧跡観光

地域独自の食を求めて

自然景観を楽しむ

街歩き、街並みを楽しむ

温泉そのもの

宿泊での食事

道の駅

アウトレット・ショッピング

イベント・祭り

スポーツ観戦

自転車ツーリング・サイクリング

ゴルフ

ウォーキング・ランニング

山登り・ハイキング・トレッキング

農業体験・交流体験

フルーツ狩り

スキー

ドライブ

保養・療養

遊園地・レジャー・テーマパーク

キャンプ

ラフティング・キャニオニング

釣り

その他

％

全体

50代

 40代では「食」「アウトレット」「イベント」「スポーツ」「遊園地・テーマパーク」。 
 50代、60代以上全体では「自然」「温泉」に加え「道の駅」「ハイキング系」。 
 60代以上では「ゴルフ」「ウォーキング」も目立つ。 

再訪時に、栃木で楽しみたいこと ～年代別分析～ 

ｎ＝585

50.6

16.9

63.1

20.2

63.2

30.1

21.4

8.2

3.6

0.5

1.4

14.0

8.7

12.8

0.9

6.8

2.1

18.8

10.3

4.3

0.9

0.7

2.1

0.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

名所・旧跡観光

地域独自の食を求めて

自然景観を楽しむ

街歩き、街並みを楽しむ

温泉そのもの

宿泊での食事

道の駅

アウトレット・ショッピング

イベント・祭り

スポーツ観戦

自転車ツーリング・サイクリング

ゴルフ

ウォーキング・ランニング

山登り・ハイキング・トレッキング

農業体験・交流体験

フルーツ狩り

スキー

ドライブ

保養・療養

遊園地・レジャー・テーマパーク

キャンプ

ラフティング・キャニオニング

釣り

その他

％

全体

60代・70代
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参加してみたいツアー ～年代別分析～ 

 全体では「Ｂ級グルメ食べ歩き」「温泉を訪れる鉄道満喫の旅」「寺社を巡るツアー」「そば
打ち体験」等が多い。 

 20代、30代では「Ｂ級グルメ」「遊園地・テーマパーク」「キャンプ」「ウォータースポー
ツ」など体験型のツアーが目立つ。 

【全体】 【20代】 【30代】 

Q 今後、栃木県内のツアーに参加するとしたら、どのようなツアーに参加してみたいですか。（複数回答） 

ｎ＝1,800

4.7

29.9

13.7

8.0

16.5

19.4

2.2

8.8

10.7

7.1

21.8

4.6

13.6

18.7

27.9

1.1

4.9

1.7

13.8

8.0

10.1

5.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

農業体験をする

Ｂ級グルメ食べ歩きツアーに参加する

長期滞在型の宿泊により休養する（リゾート体験）

スノーシューを履いて雪の渓谷を歩く

酒蔵を巡りながら地酒を試飲する

そば打ち体験し、打ちたて茹でたてのそばを味わう

屋台の山車を引き手として参加する

スリル満点のウォータースポーツ、ラフティング、キャ
ニオニングをする

ガラス工房にてガラス工芸の手作り体験をする

手すき和紙の見学と紙漉き体験する

寺社をめぐるツアーに参加する

カヌー教室に入る

工場を巡る見学ツアーに参加する

歴史上の人物ゆかりの文化財を訪ねる

温泉を訪ねる鉄道満喫の旅をする

マラソン大会に参加する

自転車ツーリング・サイクリングをする

人間ドックツアーに参加する

遊園地・テーマパーク・レジャー施設で遊ぶ

キャンプをする

渓流釣り、鮎釣りをする

その他

％

全体

ｎ＝251

6.4

36.3

12.0

7.6

8.8

17.1

3.2

11.2

12.7

5.6

12.0

5.6

8.4

12.0

23.9

1.6

6.0

2.8

22.3

11.2

11.2

3.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

農業体験をする

Ｂ級グルメ食べ歩きツアーに参加する

長期滞在型の宿泊により休養する（リゾート体験）

スノーシューを履いて雪の渓谷を歩く

酒蔵を巡りながら地酒を試飲する

そば打ち体験し、打ちたて茹でたてのそばを味わう

屋台の山車を引き手として参加する

スリル満点のウォータースポーツ、ラフティング、キャ
ニオニングをする

ガラス工房にてガラス工芸の手作り体験をする

手すき和紙の見学と紙漉き体験する

寺社をめぐるツアーに参加する

カヌー教室に入る

工場を巡る見学ツアーに参加する

歴史上の人物ゆかりの文化財を訪ねる

温泉を訪ねる鉄道満喫の旅をする

マラソン大会に参加する

自転車ツーリング・サイクリングをする

人間ドックツアーに参加する

遊園地・テーマパーク・レジャー施設で遊ぶ

キャンプをする

渓流釣り、鮎釣りをする

その他

％

全体

20代

ｎ＝337

7.1

35.6

8.9

12.8

16.6

21.4

4.2

13.4

13.4

11.0

18.1

5.3

18.1

13.6

22.3

3.0

5.0

2.4

21.1

13.9

14.2

1.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

農業体験をする

Ｂ級グルメ食べ歩きツアーに参加する

長期滞在型の宿泊により休養する（リゾート体験）

スノーシューを履いて雪の渓谷を歩く

酒蔵を巡りながら地酒を試飲する

そば打ち体験し、打ちたて茹でたてのそばを味わう

屋台の山車を引き手として参加する

スリル満点のウォータースポーツ、ラフティング、キャ
ニオニングをする

ガラス工房にてガラス工芸の手作り体験をする

手すき和紙の見学と紙漉き体験する

寺社をめぐるツアーに参加する

カヌー教室に入る

工場を巡る見学ツアーに参加する

歴史上の人物ゆかりの文化財を訪ねる

温泉を訪ねる鉄道満喫の旅をする

マラソン大会に参加する

自転車ツーリング・サイクリングをする

人間ドックツアーに参加する

遊園地・テーマパーク・レジャー施設で遊ぶ

キャンプをする

渓流釣り、鮎釣りをする

その他

％

全体

30代
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【40代】 【50代】 【60代以上】 

Q 今後、栃木県内のツアーに参加するとしたら、どのようなツアーに参加してみたいですか。（複数回答） 

参加してみたいツアー  ～年代別分析～ 

ｎ＝316

5.4

34.8

13.6

6.6

13.9

21.8

1.3

11.1

12.7

8.5

16.5

4.4

17.7

18.4

23.7

0.6

4.4

1.6

17.7

12.0

9.8

4.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

農業体験をする

Ｂ級グルメ食べ歩きツアーに参加する

長期滞在型の宿泊により休養する（リゾート体験）

スノーシューを履いて雪の渓谷を歩く

酒蔵を巡りながら地酒を試飲する

そば打ち体験し、打ちたて茹でたてのそばを味わう

屋台の山車を引き手として参加する

スリル満点のウォータースポーツ、ラフティング、キャ
ニオニングをする

ガラス工房にてガラス工芸の手作り体験をする

手すき和紙の見学と紙漉き体験する

寺社をめぐるツアーに参加する

カヌー教室に入る

工場を巡る見学ツアーに参加する

歴史上の人物ゆかりの文化財を訪ねる

温泉を訪ねる鉄道満喫の旅をする

マラソン大会に参加する

自転車ツーリング・サイクリングをする

人間ドックツアーに参加する

遊園地・テーマパーク・レジャー施設で遊ぶ

キャンプをする

渓流釣り、鮎釣りをする

その他

％

全体

40代

ｎ＝311

5.1

31.2

13.8

7.7

19.3

20.9

1.9

9.0

9.3

5.8

21.9

6.1

15.1

18.0

31.2

0.6

6.8

1.3

10.0

5.5

10.3

4.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

農業体験をする

Ｂ級グルメ食べ歩きツアーに参加する

長期滞在型の宿泊により休養する（リゾート体験）

スノーシューを履いて雪の渓谷を歩く

酒蔵を巡りながら地酒を試飲する

そば打ち体験し、打ちたて茹でたてのそばを味わう

屋台の山車を引き手として参加する

スリル満点のウォータースポーツ、ラフティング、キャ
ニオニングをする

ガラス工房にてガラス工芸の手作り体験をする

手すき和紙の見学と紙漉き体験する

寺社をめぐるツアーに参加する

カヌー教室に入る

工場を巡る見学ツアーに参加する

歴史上の人物ゆかりの文化財を訪ねる

温泉を訪ねる鉄道満喫の旅をする

マラソン大会に参加する

自転車ツーリング・サイクリングをする

人間ドックツアーに参加する

遊園地・テーマパーク・レジャー施設で遊ぶ

キャンプをする

渓流釣り、鮎釣りをする

その他

％

全体

50代

 40代では「Ｂ級グルメ食べ歩き」他、様々なツアーに興味あり。 
 50代では「温泉」「酒蔵ツアー」「自転車・ツーリング」等が多い。 
 60代では「温泉」「寺社めぐり」「酒蔵」が目立つ。 

ｎ＝585

1.9

20.5

17.1

6.3

19.7

17.3

1.2

3.9

7.9

5.3

30.9

3.1

10.3

25.0

33.5

0.3

3.6

1.2

6.0

2.4

7.2

9.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

農業体験をする

Ｂ級グルメ食べ歩きツアーに参加する

長期滞在型の宿泊により休養する（リゾート体験）

スノーシューを履いて雪の渓谷を歩く

酒蔵を巡りながら地酒を試飲する

そば打ち体験し、打ちたて茹でたてのそばを味わう

屋台の山車を引き手として参加する

スリル満点のウォータースポーツ、ラフティング、キャ
ニオニングをする

ガラス工房にてガラス工芸の手作り体験をする

手すき和紙の見学と紙漉き体験する

寺社をめぐるツアーに参加する

カヌー教室に入る

工場を巡る見学ツアーに参加する

歴史上の人物ゆかりの文化財を訪ねる

温泉を訪ねる鉄道満喫の旅をする

マラソン大会に参加する

自転車ツーリング・サイクリングをする

人間ドックツアーに参加する

遊園地・テーマパーク・レジャー施設で遊ぶ

キャンプをする

渓流釣り、鮎釣りをする

その他

％

全体

60代・70代
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栃木県のイメージギャップ   ～県外居住者ＶＳ県内居住者～ 

 県内居住者が考える以上に、県外の方は「自然が美しい」「名所・旧跡」というイメージを多
く持っている。 

 「農業がさかん」というイメージを持つ県外居住者は県内居住者の予想より少ない。 

Q 栃木県外に住んでいる人たちは、栃木に対してど

の様なイメージを持っていると思いますか。（複数回答） 

Q あなたの持っている栃木県のイメージを 

お答えください。（複数回答） 

【県外居住者】 

栃木県に対するイメージ

34.4

51.7

10.9

0.8

2.9

1.7

7.1

18.3

7.1

7.3

7.6

27.0

58.0

56.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

有名な観光地がある

自然が美しい

食べ物がおいしい

素晴らしい名所・旧跡が沢山ある

温泉・宿泊施設がよい

体験・レジャーが楽しめる

ショッピングが楽しめる

農業がさかん

歴史がある

東京スカイツリー「とちまるショップ」

原発事故による影響を受けている

これといったブランドが無い

具体的なイメージが思い浮かばない

その他

ｎ=2,000

％

【県内居住者】 

栃木県に対するイメージ

19.4

22.2

5.8

7.6

22.4

11.4

7.4

23.8

21.6

8.2

3.0

47.8

43.6

58.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

有名な観光地がある

自然が美しい

食べ物がおいしい

素晴らしい名所・旧跡が沢山ある

温泉・宿泊施設がよい

体験・レジャーが楽しめる

ショッピングが楽しめる

農業がさかん

歴史がある

東京スカイツリー「とちまるショップ」

原発事故による影響を受けている

これといったブランドが無い

具体的なイメージが思い浮かばない

その他

n＝500

％

栃木県のイメージ（県外者と県内者の違い）

1.2

14.4

7.6

12.2

3.9

1.8

0.4

11.5

6.9

6.7

16.7

18.7

1.1

1.3

30.0 20.0 10.0 0.0 10.0 20.0

有名な観光地がある

自然が美しい

食べ物がおいしい

素晴らしい名所・旧跡が沢山ある

温泉・宿泊施設がよい

体験・レジャーが楽しめる

ショッピングが楽しめる

農業がさかん

歴史がある

東京スカイツリー「とちまるショップ」

原発事故による影響を受けている

これといったブランドが無い

具体的なイメージが思い浮かばない

その他

％

県内居住者 県外居住者 

 イメージギャップ 
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１．県内観光の経済的インパクト          3～10 

 

２．ＷＥＢアンケート調査からみる県内観光の特徴 11～24 

 

３．課題の整理                 25～29 
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＝ × 

・ 観光客がもたらす観光消費によって、県内経済に大きなインパクトがあることが明らかになった。 
 
 
 
・ 仮に観光産業というカテゴリー（観光消費額）が存在すれば、ＧＤＰ比で6.8％（全国の平均4.9％）を上回る。 
  これは大型小売店販売額、農業産出額の2倍の規模に相当する。     
 
・ 観光消費は単に経済を押し上げるだけでなく、幅広い業種に浸透し、裾野が広い産業であることも確認できた。 
 
・ 観光消費額を増加させるためには、以下の各項目を上げることが必要。 
               
                           観 光 客 数    × 一人当たりの観光消費   
        
 
 
 
 
 
 
 
 
・ ポイントは、一人でも多くの観光客に栃木県に来てもらい、一円でも多くお金を使ってもらうこと。 
  なお、観光消費額は、宿泊費・食事代・土産代・入場料金などで構成されており、各項目ごとの目線も重要。 
 
・ なお、外国人観光客の動向・消費額については、今回の調査では把握できず、次回への持ち越しとする。 
  国内では少子高齢化を迎える中、本県観光産業にとってもインバウンド戦略は極めて重要と考える。 
 
 
 

観光消費をいかに増やすか       

観光消費額 5,157億円  経済波及効果 6,325億円  

◆県外宿泊客           6,080千人         29,622円        

◆県外日帰り          

◆県内宿泊客           

◆県内日帰り          

◆外国観光客          

1,520千人         

19,601千人         

12,015千人         

118千人         

22,551円        

10,597円        

7,796円        

-----        
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・ 宿泊客は、日帰り客よりも一人当たり消費額が多い。日帰り客が１回でも宿泊化すれば大きなインパクトがある。 
      県外宿泊客 ／ 県外日帰り ＝  2.8倍   
      県内宿泊客 ／ 県内日帰り ＝  2.9倍 
 
 
・ 宿泊化が難しい場合でも、日帰り旅行の回数が増えれば底上げが期待できる。 
  県外居住者で、この2年間に栃木県に日帰り観光したのは0回もしくは1回が多く、まだまだリピートを増やせる 
  余地は十分にある。 
 
・ 団体旅行は減少しているものの、宿泊、日帰りともに、同伴者を伴うものが圧倒的である。 
  一人を呼び込めれば二人分以上の効果を発揮するため、まずは大切な一人をいかに誘えるかがポイント。 
 
・ 連泊はより効果的と考える。1泊2日が圧倒的に多い中、県外では18.9％、県内では11.2％と意外にも連泊実績が

確認された。県内での周遊リゾート化に加えて、県外エリアとの連携も重要になる。 
 
・ 県内居住者は、もっともっと宿泊に誘導できる。現在、一人当たり1年間で0.75泊しかしていない。 
   200万人県民 1年間に4人に1人が宿泊すれば  50万泊増加 効果はＧＤＰを＋0.15％押し上げ 
          1年間に2人に1人が宿泊すれば  100万泊増加 効果はＧＤＰを＋0.30％押し上げ   
 
・ 県外居住者が持つ本県のイメージで「原発事故の影響を受けている」と回答したのは7.1％。 
  これを多いと見るか、少ないと見るかは意見の分かれるところであるが、地道で正確な情報発信こそが 
  この数字を下げることにつながっていく。 
 
・ 大変残念だが、県外居住者よりも県内居住者の方が、栃木県観光に対して負のイメージが強い。 
  観光の情報発信の主体は、私たち県民なのだから、私たちこそが地域に自信と誇りを持つべきである。 
  県内観光産業を応援することは、経済波及を通して、最終的には県内全体のプラスとなる。 
 
 
 

観光客       観光消費をいかに増やすか       
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パーチェス・ファネル ： マーケティングの一種。AIDAモデルの発展形 
消費者の商品認知から購入までの意識の遷移を図化したもの。 
 

観光客       観光旅行の決定フロー（県外居住者）       

★県外居住者で、最近２年間に栃木県への旅行未経験者（宿泊・日帰り含む）200サンプルを分析 

Ⅰ 注目（Attention）＝ 全体数（200）のうち、「栃木県には有名観光地がある」と回答したのは56.0%と半分程度。 

                        まずもって、栃木県観光に対する認知度・注目度が不足。 

Ⅱ 関心（Interest） ＝ ただし、注目層の栃木県観光への関心度「今度栃木にいってみたい」との回答は非常に高い（91.1%）。 

                   知っている人にとっては、栃木県は観光地として非常に魅力のある場所ととらえている。 

                  認知度・注目度を上げさえすれば、関心を持つ層は一気に増える可能性が高い。 

Ⅲ 意欲（Desire）  ＝ 関心はあるが、「栃木県観光の情報収集経験あるか」の意欲層は、関心層の半分程度（49.0%）しかいない。 

                  関心を持つ層に対して、何か一歩踏み出させる要因（キラーコンテンツ・栃木県観光独自の魅力）と 

                  情報発信が必要。 

Ⅳ 行動（Action）    ＝ 実際に今後半年間に栃木県へ観光予定があるのは、意欲層の20.0%、全体の5.0%となっている。 

大きく落ちる２つのポイントを改善すべき！ 
 
①全体認知度・注目度の底上げ 
   - 栃木県と観光を結び付けるためのイメージ戦略 
   - 栃木県全体のブランド化 
   - 「注目」の値（56.0%）の底上げ 
②独自のコンテンツ開発と情報発信 
   - 関心を持つ層に訴求できるコンテンツの開発 
   - 「意欲」の値（25.0%）の底上げ 
 
  ⇒⇒ そして「行動」を引き上げる。 
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観光客       観光旅行の決定フロー（県内居住者）       

★県内居住者で、最近１年間に栃木県地元への旅行未経験者（宿泊・日帰り含む）384サンプルを分析 

Ⅰ 注目（Attention）＝ 全体数（384）のうち、さすがに観光地としての認知は100%あると仮定。 

Ⅱ 関心（Interest） ＝ 対象者の62.2%が栃木県の宿泊観光に対して関心を持っている。 

                   関心を持たない理由（阻害要因）を見てみると、「日帰りで十分観光できる」が圧倒的多数（64.8%）。 

                                  無関心層に対し、泊ってもらう必然性（例：食と酒・夜に楽しめるイベントやコンテンツ）訴求が不可欠。 

Ⅲ 意欲（Desire）  ＝ 関心を持っている層の多く（70.7%）は県内宿泊に対して高い意欲あり。 

                    関心を持つ層に対して効果的訴求ができれば、意欲を持つ層の割合が飛躍的に伸びる可能性。 

Ⅳ 行動（Action）    ＝ 実際に今後半年間に栃木県内へ宿泊予定があるのは、意欲層の22.5%、全体の9.9％。 
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